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1． は じ め 1こ



1．はじめに

　1995年1月17日r早朝に発生した兵庫県南部地震によって建築構造物は大きな被害を

受け、建築構造物の耐震安全性が大きな問題となっている。コンクリート構造や在来工法の

木造建築物は一階部分がつぶれてしまったり、完全に崩壊してしまったりと人身に大きな被

害をもたらす破壊が見られた。また地震に強いとされてきた鉄骨構造物においても大きな被

害を受け・大半は施工不良によるものであったが、柱梁溶接接合部が脆性破壊した例も多く

見られた。鉄骨構造物において柱梁溶接接合部は、大きな応力集中、歪集中を受ける箇所で

あり、ディテール、溶接条件、歪速度、温度が建築鉄骨構造物の耐震安全性にとって非常に

重要な因子となる。

　本研究会は鉄骨構造における溶接接合部の脆性破壊挙動を把握し、建築鉄骨における脆性

破壊を評価するための基本的考え方や破壊防止のための因子を明らかにすることを目的とし

て、鉄骨構造の溶接部詳細や荷重履歴を考慮した実験を行った。

　本報告書は、次の点について現在実験中のものを含め中間報告書という形でまとめたもの

である。

（1）590N／mm2級高性能鋼を用いた柱梁溶接接合部についてスカラップの有無、梁フラン

　　ジ溶接時の入熱量をパラメータとした実験を行い、破壊性状および力学的性能に及ぼ

　　す影響を把握する。

（2）590N／mm2級高性能鋼を用いた柱梁溶接接合部について梁フランジ、ダイヤフラムの

　　溶接時の入熱量をパラメータとした実験を行い、破壊性状および力学的性能に及ぼす

　　影響を把握する。

（3）490N／mm2級鋼、590N／mm2級高性能鋼を用いたエレクトロスラグ溶接部十字継手に

　　ついて載荷速度と温度を変化させた実験を行い、亀裂発生および破壊性状に及ぽす影

　　響を把握する。

（4）490N／mm2級鋼を用いた柱梁溶接接合部について載荷速度と温度を変化させた実験を

　　行い、破壊性状および力学的性能に及ぼす影響を把握する。

　これは建築鉄骨の脆性破壊挙動を考える上での基本となる資料である。今後、鋼材の種類

の多様化、溶接方法や施工方法の合理化に対して鉄骨構造の安全性を確保するために、鋼材

及び溶接部の破壊靭性や接合部詳細に着目して、溶接接合部の破壊挙動を把握していくこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤが必要といえる。この研究活動の結果が鉄骨構造物の溶接接合部の破壊防止の一助となるこ

とを願うものである。
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